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ものは 10%にみたない。 明瞭に従来の精神医学の
1. 緒
言
近年，精神衛生思想の普及にともなって精神科医
教科書K指摘される如き症状の所有者はかかる対象
に於ても必ずしも多くはないといえる。
の扱う対象も漸次拡大している。非行を反復する癖
のある者，学校や家庭で問題のある行動を示すもの
について精神科医に相談助言を乞う事例が増えてい
る。
ζのような対象は従来，特殊な場合を除いて宗教
家や教師，警察などで主として扱われていたもので
ある。しかるに戦後青少年の不良化の問題が社会的
に大きく取り上げられ，叉少年鑑別所や児童相談所
などが科学的な方法によってこの種の問題を処理す
るようになってきたこと，更に精神科医の数少ない
先輩が長年月にわたって少年の不良化，矯正などの
研究，啓蒙を行ってきた努力により，世間一般が次
第lζ精神医学に協力を求めることによって，このよ
うな社会的な不適応を示す青少年児童の処置，治
療，教育の指針を得ょうとするようになってきた。
しかし，精神医学に於ては漸次，児童，小児など
の研究が盛んになりつつあるとはし、ぇ，必ずしも非
行や所謂問題行動をもっ児童や青少年の診断叉は更
に進んで指導，教育の原理を提供する迄の研究が行
可。Lわれているとはいえな 
勿論， Zwangsirresein，Neurasthenie，Dege-
nerantなどという概念については既によく知ると
ころである。又反社会的，非社会的な行動の原因と
なる種々の器質的障害についてもよく知られてい
る。しかし，この精神医学K記載されている疾患の
有無を非行のあるもの，問題行動のある児童の中か 
ら探し出すことは容易でない。
現在少年鑑別所に於ける精神科医の非行少年につ
いての研究をみても，性格異常を除いては，収容さ
れた非行少年の中に脳外傷，脳疾患後遺症，巌府，
精神病(狭義)，精神病質などと明瞭に診断できる
したがって，非行や問題をもっ青少年児童を既成
の精神医学的疾患にあてはめるのではなく，なんら
かの方法によって他の正常な青少年児童と異る精神
医学的な事実を見出すような研究が必要とされる。 
現在迄も精神病質人格，性格異常についての類型
学的な研究や，分裂気質，循環気質などという気質
体質・学的な研究はあった。
けれども精神発達の途上にある青少年児童に対し
て類型的な方法を適用することは臨床上困難があ
り，又従来の精神病質人格，性格異常といった概念
はそのまま反社会的な行動を示す性格と同義語であ
り，社会的な所見が即ち精神病質又は性格異常であ
って，精神医学的な所見や客観的な診断方法叉は規
準が必ずしも明らかにされてはいない。そのため少
年院，鑑別所などの精神科医陀よる性格異常者の収
容少年花見出される割合についての報告もまちまち
であった。 ある者は不良少年の 90%は性格異常で
あるとし，ある者は殆んど環境的な原因より不良化
したものが大部分であって性格異常は存在しないと
している。
不適応を示す児童青年に対して最も多く用いられ 
ているのは心理学的諸検査である。社会的に不適応
を示す群と正常者群とを比較すると Rorschach検
査，内田・ Kraepelin検査， TAT等では統計的に
明瞭な差が両群K示されている。叉近年 Glueck
(9)'などの研究によれば両者に最も顕著な差異があ
るのは感情，情緒という点であると Lヴ。 
Glueckは非常に精密な心理学的検査を用いて研
究を行っているが，その結果をみると，正常群と非
行のある群に有意差があるのは感情面であって，そ
の他両群にある差は感情面での異常を惹き起すよう
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な両親の撲の方法，罰のあたえ方，両親の性格の偏 乙の質問法は既lζ心情質問診法として成田勝郎，
{奇などである。又自律神経の異常なども指摘され 鰭崎轍などにより昭和 16年頃より研究され昭和24，
ているが， 乙れも情意面での異常の結果と推定さ 5年頃に次の如き形式となったものである。乙の問
れる。 診についての手続は矯正医学会誌，第 3巻，第 2号
著者は非行癖及び問題の性質をもっ児童，青少年 所載の鰭崎轍著“心情質徴標問診法について" と
に対して一定の質問を行い，情意的な偏債の有無を いう論文を参照した。
見出そうとした。その結果，かかる対象には従来の 同法は一応集団検査で予診を行うような形式にな
精神医学で述べている Zwangsirresein， Neuras- っており，直接一人一人民対して問診を行うように 
thenie，Degenerantなどとは異っているが，可成 はなっていない。
りの感情意志の正常よりの偏{奇の存在していること 学校などでこのような予診を集団で行う場合には
が明らかとなり，叉乙れらが原因となって非行が反 相当な検査技術を必要とし，叉著者の如き非行や問
、復され，叉問題性質として観察されるものと考える 題のある者のみを集めて問診を行うに必ずしも集団
に至ったのでここに報告する次第である。 的な予診を行う必要がないので，問診を直接行うよ
うに多少やり方を変えた。
1. 研究方法及び目的
しかし，創始者の意図には忠実に従ったつもりで
非行K関する現在迄の研究は，それを従来の成人 ある。
に多く見られる精神疾患にあてはめようとするか， 質問は 1.抑欝性， 2.無力性， 3.過感性， 4.強
又は環境要因に還冠して反応的なものとして理解し 迫性， 5.自己不確実性， 6.内閉性， 7.粘着性， 8. 
ょうとしていた。 意志欠如性， 9.即行性， 10.不安定性， 11.気分易
そこで著者は先ず非行を反復常習する傾向のいわ 変性， 12.自己顕示性， 13.爆発性， 14.爽快性，
ば癖となっているものをとらえてこれに種々の質問 の 14の質問から成立ちわ各質問には否定か肯定か
を問診というような形で行って， ζれらの情意面の のいずれかに限らず，全くの否定である反対徴標
特徴を知ろうとした。 付)， 次いで誰lともあり得る普遍徴標(ロ)， その当人
乙乙では反復常習された非行を非行癖とよぶこと を特色づけている固有徴標例，更に普通生活Iζ支
にする。非行癖として分類されたものは次の 20で 障を来たす変調の状態のうちゃや軽いものを偏侍徴
ある。 標伺，重いものを異常徴標耐として 5段階lζ分
買喰， 盗喰，耽溺(映画や遊びlと夢中になる)， けて配列しである。
喫煙，夜遊，無断外泊，徒遊(何もしないで遊んで 鰭崎によればイの反対徴標はその徴標の特性を示
いる)，賭博(賭け Cとをする)，怠学(学校のずる さぬものであり，たとえば抑欝性の反対徴標は外界
休み)，怠職(職場のずる休み)，家内府癖，家外貯 の心的刺激に対して普通ならば抑欝性の感情或いは
癖，浪費，金品持出(家から金や品物を持出してし 気分状態にいたるのに反し，反応が之しく，或いは
まう)，家出，俳佃(盛場などをうろつく)，盗癖， 弾力性が乏しく，冷静，冷たい，鈍感な，固い，周
浮浪。 聞に関心の乏しい状態であり，ロの普遍徴標は何か
これらの非行癖の種別は便宜的なものであって， のことですヤ反応するとしても，すヤ平静にもどる
相互に因果関係があったり，叉重複しているの‘もあ 極めて弾力性のある健康状態を示し，よく外界の刺
るが，一般的K非行癖或いは要保護癖といわれてい 激，条件に即応し，適応した状態である。ハの固有
るものに基いて分類使用した。 徴標はその当人を特徴づける状態で，健康という点
以上の内容陀ついて，そうした事をする癖が“あ からいえばいささか弱l'状態で，何かあるといつも
るか，ないか"あるとすればそれは“ときどきゃる そのような特性として現われ易い状態を示すものと
か"又は“やめようと思ってもついやってしまうの されている。ニ，ホは変調徴標として健康という点
か"という質問を行って"やめようと思ってもやめ からいえば健康の害われており情意障害と呼ぶこと
られず，ついその事をやってしまう"と答えた者に も可能な状態、であると説明されている。
ついてその癖をもつものとした。 質問項目は次のようなものである。
このような非行癖をもっている者について更に心 1. ふさぎ易いか

情質問診法によって質問を行った。 ふさぎ易いというのは，気が沈んで何をするにも
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気が進まなくなり，見るもの聞くものすべてがつま
らなく感じられ，遂には生きているのさえ詰らなく
感じることである。 
Lイ) どんなことがあってもふさぐことはないか。
(ロ) 時と場合によってはふさヤこともあるか。
制何かにつけて兎角ふさぎ勝ちか。
判何かにつけて気がふさいで人並の事がどうし
ても出来ないか。
同 何かにつけてどうしても気がふさいですヤ家
の中にとじこもるとか，誰もいない所へ行くよ
うKなってしまうか。 
2. 何か気がかりな事lとぶつかって心配になると
頭ゃからだにこたえて来るか
何か気がかりな事にぶつかって心配になると，頭
ゃ身体にこたえて来るというのは，自分の身体や身
の上に何か気がかりなことに遇えば，心配iζなり，
そのために眠れなくなったり，頭が痛くなったり，
頭が重くなったり，頭がぼおっとしたり，気がおろ
おろしたり，ついには居ても立っても居られなくな
ったり，胸が苦しくなったり，御飯もろくろく食べ
られなくなったり，そのほか身体の調子がいろいろ
変になることである。 
Lイ) 気がかりな事にぶつかってどんなに心配にな
つでも頭や身体に乙たえて来ることはないか。
(ロ) 事柄Kよっては心配になると頭や身体にこに
えて来ることもあるか。
り何かにつけて心配で兎角頭や身体にこたえて
来易いか。 
付何かにつけてやたらに心配ですぐ頭や身体に
こたえて来てしまうか。
岡 何かあると心配の余り神経衰弱のようになっ
てしまうか。 
3. ひけ自の事があると人目が気になって人中へ
出られなくなるか。
自分にひけ自の事があると，人目が気になって人
中へ出られなくなるというのは，自分の姿，形，ま
たは身についているものが人並より劣っていると思
われるとき，または頭の働き，自分のすること，自
分の身の上などが人並より劣っていると思われると
きには，そのような事が気になって，ついには人中
へも出られなくなることである。 
Lイ) どんなひけ自の事があっても人中へ出られな
くなるととはないか。
わ) ひけ目の事があると時と場合によっては人中
へ出られなくなることもあるか。 
り 何lとよらずひけ目の事があると兎角人中へ出
られなくなり勝ちか。
ド) 何によらずひけ自の事があるとどうしても人
中へ出られないか。
同 ひけ目の事があるといつでも人からどうかさ
れるようで外出しても安心できないとか，家K
居ても安心して居られなくなってしまうか。 
4. 人前に出ると固くなるか。
人前iζ出ると固くなるというのは，人前に出ると
顔を赤くしまいと思っても顔が赤くなったり，口を
うまく利乙うと思ってもうまく口が利けなくなった
り，身体を固くしまいと思っても固くなったりして
気持が苦しくなることである。
収) どんな時でも人前に出て固くなることはない
か。
(ロ) 時と場合によっては人前に出ると固くなる ζ
ともあるか。
門 いつでも人前K出るとどうも固くなり勝ち
か。
(斗 人前l乙出るとどうしても固くなって苦しくて
たまらないので人前には出られないか。
附 人前lとなど出る気になった ζともないし，側
からいくらすすめられでも人前に出た ζともな 
l)カ〉。 
5. 自分のやった事について手抜かりはない筈と
判っても安心しきれないか。
自分のやった事について手抜かりはない筈と判つ
τも安心しきれぬというのは，自分には ζれで大丈
夫だと判っていても，それがもしかしたらと疑い始
めると，いくら安心しようとしても，どうしても安
心がしきれなくなり苦しくなる ζとである。
(1) 	 どんな事の時でも手抜かりはない筈と判れば
心配にならないか。 
(P) 事柄によっては手抜かりはない筈と判っても
安心しきれないこともあるか。
料 何事lζよらず手抜かりはない筈と判っても兎
角安心しきれないか。
ド) 何事によらず手抜かりはない筈といくら判つ
てもどうしても安心できないか。
同	 何事によらず手抜かりはない筈といくら判つ
ても不安でたまらないので，人から変lと思われ
る事をついするようになってしまうか。 
6. 打ち解け合う相手がなくても何ともないか。
打ち解け合う相手がなくとも何ともないというの
は，気持の通じ合う，嬉しい時には一緒l乙喜び，悲
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しむなど，お互いに同じような気持になる相手がな
くとも何ともない。平気であることである。
収) 何時に限らず打ち解け合う相手がないとどう
しでも物足りないか。
。コ) 打ち解け合う相手がなくても時によっては物
足りなくないかo 
W 打ち解け合う相手がなくても別氏物足りなく
ない，いつも自分は自分だけの気持でいても何
ともないか。
十二) 打ち解け合う相手などない方がよい，いつも
自分は自分だけの気持でいて人と打ち解け合う
気にはどうしでもなれないか。
耐 人と打ち解け合うということなど思ってみた
ことがないし，人の仲間入りなどしたこともな 
L、カ〉。 
7. 物事を ~1こんやり出すと際限がなくなるか。
物事をー担やり出すと際限がなくなるといフの
は，物事をやり出すと途中で程よく切り上げられな
いで，他の事をやり始める乙とが出来なくなると
か，一つ事に凝り固るとか，そんな風になり易いこ
とである，
仔) 何をやり出しても際限がなくなることはない
か。 
tロ) ~1こんやり出すと事柄によっては際限がなく
なる乙ともあるか。
判 ~1こんやり出すと何事によらず兎角際限がな
くなり勝ちかo 
e二) ーたんやり出すと何でも際限がなくなってど
うしても凝ってしまうか。
師寺 何でも凝り固まる癖があって人から仲間外れ
になってしまうか。' 
8. 気移りし易いか。
気移りし易いというのは， ~1こんやり始めた事で
も，途中で他によさそうな事を見たり聞いたりする
と，すヤそっちの方をやるようになり，また別の事
を見Tこり聞いたりすると，すヤそっちの方へ心が移
ってしまい，そんな風で自分のやる事がいつも次か
ら次へと変って行くことである。
収) どんな事でも思い立ってやり始めれば気移り
などで変るととはないか。
(ロ) 事柄によっては思い立ってやり始めても気移
りして変ることもあるか。
門 何事によらず思い立ってやり始めても兎角気
移りして変わり勝ちか。
的何事によらず思い立ってやり始めてもどうし
ても気移りして次から次へと変ってしまうか。
尉 気移りがひどくてふだんの行いがとんでもな
い方へ変って行く癖があって人から仲間外れに
なってしまうか。 
9. ひょいと思いつけばすヤやってしまうか。
ひょいと思いつけばすぐやってしまうというの
は，ゃった後の事について深くも考えず，思いつき
次第ですぐやってしまい易いことである。 
Lイ) 何事によらずひょいと思いついただけではす
ヤにはやれないか。
加) ひょいと思いつけば事柄によってはすヤゃっ
てしまうこともあるか。
判 ひょいと思いつけば何事によらず兎角すぐや
ってしまい勝ちか。
伺 ひょいと思いつけば何でもすヤやってしまう
ので自分では何の気もないのに人から悪く思わ
れるようになってしまうか。
同	 何でもひよいひよいやってしまう癖があって
人から仲間外れになってしまうか。 
10. 落着いて一つの事をするのは嫌いか。
落着いて一つ事をするのは嫌いというのは，あち 
ζちと飛び廻ったり，いろいろの事をすることであ
るo 
(-1') 何事Kよらず落着いて一つの事をするのが性
に合うか。
(ロ) 事柄によっては落着いて一つの事をするのが
性に合う。
例何事によらず落着いて一つの事をするのはど
うも性に合わないか。
同 どうしても落着いていられなくて一つ事をす
るζとが出来ないか。
倒落着いて一つ事をしようと思ったこともない
し， した ζともないか。 
11. 気持がいらいらするとじっとしていられなく
なるか。
気持がいらいらするとじっとしていられなくなる
というのは，気持がいらいらして来ると気が落着け
なくなり，手にふれるものを破く気もなく破くと
か，またはそのため出る気もなく外へふらりと出る
とか，歩く気もなくぶらぶら歩き廻ることである O 
Lイ) 気持がどんなにいらいらしてもじっとしてい
られなくなることはないか。
(ロ) 気持がいらいらすると時と場合によってはじ
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つとしていられなくなるとともあるか。
判 気持がいらいらすると兎角じっとしていられ
なくなり勝ちかo 
eニ) 気持がし1らいらす時とどうしてもじっとして
いられなくなってしまうか。
同 何かあると気がふらつとなって家を飛び出し
たりとんでもない事をするようになってしまう
か。 
12. いやだと思うとむしようにいやになるか。
いやだと思うとむしようにいやになるというの
は，自分のいやな事はたとえ目上の人や表向きの所
から押しつけられでも，無理なことはその通りにな
れず，苦情を云い立てたり，理屈を云い張ったり，
時にはそのために眠れなくなったり，御飯が喉を通
らなくなったり，口が利けなくなったり，寝ついた
り，ついには何が何だか判らなくなるというような
風になる ζとである。 
Lイ) どんなにいやだと思う事Tも押しつけられれ
ばすく?無理往生してしまうか。
(ロ) 事柄によってはいやだと思うとむしようにい
ゃになって押しつけられでも無理往生出来ない
ζともあるか。
例 何tζよらずいやt:と思うとむしようにいやに
なって押しつけられでも無理往生出来かねる
か。
的 何i乙よらずいやだと思うとむしようにいやで
たまらなくてどんなに押しつけられでも無理往
生はとても出来ないか。
制	 何Kよらずいやだと思うとぞっとする程いや
で押しつけられたりすると気持が目茶々々にな
って何が何だか判らなくなってしまうか。 
13. 腹が立つと人前でも取り乱し易いか。
腹が立つと人前で、も取り乱すというのは，腹が立
っとその場でぶんぶんふくれるとか，またはぷいと
よそへ出ていってしまうとか，あるいは血相を変え
てどなるとか，八つ当りするとか，手荒な事をする
ことである。
仔) どんなに腹が立つでも人前で取乱すことはな
~，か。
(ロ) 腹が立つと時と拍子で人前でも取乱すことも
あるか。
、例 腹が立つと人前でも兎角取乱してしまうか。
伺 腹が立っと人前でもすくや取乱してしまうか。
同 腹が立つと何処だろうと誰の前?ごろうとすぐ
夢中になってしまうか。 
14. はしゃぎ易いか。
はしゃぎ易いというのは，冗談を云ったり，さわ
いだり，喋り放題喋ったりするような調子になるこ
とである。
付) どんな事があってもはしゃくや乙とはないか。
(ロ) 時と場合によってははしゃヤ乙ともあるか。
例何かにつけて兎角はしゃぎ勝ちか。
的何かにつけてどうしてもはしゃがずにはいら
れないか。
(討 何かにつけて何処だろうと誰の前だろうとは
しゃ‘ぎ出してしまうか。
問診を行うに当つては，妥当性を高めるために出
来るだけ診察的な空気の中で医者対患者という場面
を作るように注意し，身体診断と併せて行うように
注意し，取調べ的な空気にならないように留意し
t，こ。 
更に第二の調査として小中高校在学の生徒児童に
ついて教師が問題の性質ありとして指摘したものに
ついて，非行癖を有する者に対して行ったのと同じ
手続きによって問診を行った。これは，非行癖をも 
つには到らない程度であるが教師や保護者を悩ます
ような性行を示す児童生徒に対して，問診が成立す
るか，叉成立するとすればそ乙にどのような情意的
な偏りが見出されるかを調査するためである。 
il. 結果及び者察
調査した約 573名の対象についての非行癖の出現
する度合を示したのが表 1である。実数はその非行
癖をもった対象の人員であり，出現頻度は調査した
人員に対するその非行癖をもっ者の百分比である。
全非行癖との比率とは 20の非行癖全体に対する各
非行癖それぞれの占める割合であって%で示して
ある。
非行癖としたのは癖の固定したもの及び未固定の
ものの合計である。
乙の調査の対象は主として触法行為があって少年
鑑別所に収容された者や家庭から直接診断を依頼さ
れた者である。
同ー人が多くの非行癖をもっているのが分るが。
非行癖の中で特に多いのは，浪費，耽溺，買喰，怠
学，金品持出，盗癖などである。 ζの表によってか
かる対象にどのような非行癖が多いかが分る。
叉，この資料をもとにして，特定の非行癖をもっ 
/ 
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表 1 整理してみると，怠職，家外府癖，徒遊，無断外
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(%) 
喰，怠学などより多くなっている。乙の点から考え
ると，一番非行として重いのは怠職，浮浪，無断外
泊といったものであることが分る。
次に非行癖を有する者について，それぞれ問診を
行い問診のどの項目と関係があるかを調査したのが
表 3である。数値は百分比で示しである。例えば買
喰癖Pものを問診すると 12.6%が抑欝性の問診に
対して偏侍，又は異常(ニ及びホの質問l乙対じて肯
定的な答をしたもの)を， 自己不確実性l乙対して  
6.3%，即行性l乙対して 21.3%，不安定性に対して 
12.5%，自己顕示性に対して 12~5% ， 爆発性に対し
て 6.3%，爽快性に対して 18.8%の偏侍を有するこ
とを示している。
非行癖のある者lζ問診を行って比較すると，意志
欠如性，即行性， 気分易変性， 自己顕示性，爆発
性，爽快性などに偏{奇を示すものが一般的 K多い。
鰭崎の研究によれば抑欝，無力，過感，強迫，自
己不確実の偏侍及び異常を(ニ，ホに肯定的な答を
339 
293 
368 
264 
238 
178 
214 
136 
326 
141 
290 
99 
388 
305 
191 
244 
287 
201 
292 なすもの)示すものは心的な刺激に対して蓄積的な
199 
計 573名
ているものが他の非行癖も同時にどの位もっている
かを調べてみると表 2の如くなる。
表 2の共在する非行癖の数とは例えば買喰いの癖
のある者は他の非行癖を平均いくつ位もっている
か，その数を示したものであって，反社会性の程度
の重い非行癖は他の非行癖を多くもっている筈であ
る。しかるに，非行癖そのものに程度の重い軽いと
いったものがなければその非行癖と同時比出現する
他の非行癖の数はほぼ同じになる筈である。
表 2
傾向を示し，即行，不安定，気分易変，自己顕示，
爆発，爽快などは発散的であるという。
非行癖の多くは発散的なものに偏侍又は異常を示
している。
乙の事実は吉益∞が無情性，意志薄弱，発揚性，
自己顕示性を，谷(1)が自己中心性， 冷情性， 刺激
性，衝動性，意志欠陥を犯因性性格として指摘して
いる結果K近いものである。
この問診結果から非行を犯し易い特性を推定する
と，意志欠如，即行， 不安定， 気分易変， 自己顕
示，爆発，爽快の特性に於て偏侍又は異常の特性を
考えることが出来よう。
非行癖と最も高い相関のある情意的な偏荷又は異
一 す 数 一在 の 一↑ 共 癖 一 在 の 一共 癖 一』 
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常は次のようになる。4
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非一家家浪金作徒家俳盗浮癖喰喰溺煙遊泊遊博学職行制非買盗耽喫夜無徒賭怠怠
買喰癖と即行性，爽快性。
盗喰癖と気分易変性。
3169137804一ー にー9 .
乱1111111
山口弘
Q 耽溺癖と自己顕示性，即行性。
喫煙癖と自己顕示性，即行性。
夜遊癖と不安定性，意志欠如性，即行性。
外泊癖と即行性，気分易変性。
仏仏日仏
癖一癖癖費出話居出個癖浪行 均ιsZ T
anun
1unvti
Fhd LL
家内府癖と自己顕示性。
徒遊癖と爽快性，意志欠如性，抑欝性。
怠学癖と不安定性，過感性，気分易変性。
怠職癖と即行性，不安定性。
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表 3 
抑!無 即 爆強 |自不 不 自顕意、欠 気易 爽内 手占過
安行欝 実確 閉 着 まロij? 己性 性1力 感 迫性 性生 性 変 刀す 発 4快定 i生性 分性己性 性 志性1生 1~主
18.812.5 6.312.5 12.5買喰癖 6.3 31.3 
40.0盗喰癖 20.0 20.0 20.0ー 一 
耽溺癖 2.2 3.38.8 30.71.1 2.2 5.54.4 1.1 1.1 6.6 18.76.6 7.7 
υ ーーー  ー 9.19.1 18.2 9.1喫煙癖 9.1 45.5 
5.512.1 3.326.4 5.517.6 19.88.8 1.1夜遊癖 
12.24.99.8 17.117.1 12.2 24.42.4外泊癖 
36.710.2 10.2 2.014.314.3 12.21.9徒遊癖 一
22.25.6 22.216.7 16.71.7 16.7賭博癖
1.3 
怠職癖 
1.911.0 5.812.30.6 8.423.2 5.24.5 1.9 0.6怠学癖 
5.011.713.3 11.75.011.7 18.38.3 1.7 
16.01.8 74.33.5 1.81.8 0.9家内宿癖 一
 
家外府癖
 42.31.9 52.03.8 一 
浪費癖 10.32.012.75.6 9.60.4 41.42.4 3.20.4 0.8 
0.813.211.6 9.15.843.80.80.8 0.8 1.7金品持出癖 1.7 
22.013.6 5.15.11.71.7 3.43.4 16.9 1.7 6.8作話癖 
1.2 
家出癖 
6.23.722.2 9.92.5 1.2 2.530.9徒居癖 
1.18.321.226.18.23.30.52.2 13.6 0.51.6 
3.46.7ー12.4 4.524.720.21.110.1 5.6 3.4俳 f回癖 
2.8 1.819.3 3.75.545.90.9 0.9 2.8 1.8盗 癖 
4.38.7， 4.33.017.421.717.44.3浮浪癖 
家外府癖と自己顕示性，爆発性。
浪費癖と即行性，気分易変性。
金品持出癖と即行性。
作話癖と爽快性，過感性，自己顕示性。
徒居癖と抑欝性，不安定性。
家出癖と気分易変性，自己顕示性，過感性。
俳個癖と気分易変性，不安定性，即行性。
るが， 後者では 52.3%となり， 爆発性が増えてい
る。従って，両者では原因が多少異ってくることが'
分る。徒居癖などの毎日無為にして日を送るような
非行癖，単Kわれわれが考えるが如き単なる抑欝的
な傾向，内閉的な傾向のみでなく，不安定性などに
よっても青少年や児童では起り得ることが分る。
これらの事実はわれわれが単に社会的なメルクマ
盗癖と即行性，気分易変性，過感性。~ノレのみによって，乙のような対象の助言指導を行
とれら非行癖のある者に対して行った問診結果見
出された情意的な偏荷又は異常は非行が何故反復さl
れるかを理解する上に役立つものと思われる。又，
非行癖の背後にかかる情意面の偏{奇異常が存在する
ことは，かかる対象の処遇，処置，指導などを行う
際 ~r，とれらの点を充分考慮する必要がある。
常識的lとは学校のずる休み即ち怠学と職場のずる
休みとは同じように考えられるが，問診を行ってみ
ると，前者では過感性，不安定性，気分易変が多く，
後者では即行性や不安定性が多くなっている。又，
家内府癖と家外府癖では乱暴を働くという点では同
じように考えられるが，問診すると多少異る ζ とが
分る。即ち前者では自己顕示性が 74.3%を示してい
うよりも，情意的な所見を重要視せねばならぬこと
を推定させる。
鰭崎はニ及びホの問診に肯定的な答をした者，即
ち偏{奇又は異常徴標を示すにつれて正常よりの情意
的な逸脱が大であるとしている。もし情意的な面で
の正常よりの逸脱と非行癖との聞に関係があるとす
れば，非行癖を多くもつものは，偏{奇又は異常徴標
を多く示す筈である。
表 4は非行癖の数と偏{奇及び異常徴標の数との関
係をみたものである。非行癖が多くなるにつれて偏
待を示す項目の数も増加しておわ又，正常よりの
逸脱の程度の大きい異常徴標ホよりも，その程度の
。少ないニは非行癖応対して数が多くなっている。
性
格
標
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以上のような結果から，非行癖が情意的な正常か
らの逸脱の度合と関係があり，これらが問診法によ
って或程度迄把握できること，更に非行癖の種別と
逸脱する情意の種別とでは関係がある ζとが推定さ
れる。
小中高の児童，生徒のうちで問題となる性癖をも
つものについて問診を行った。学校という場面で問
題とされる性質と，非行癖のあるものでは前者の方
が反社会的或は非社会的という点では程度が軽いと
考えられる。
表 5は問題性質もったもの 53名に対して行った
情意徴標についての問診結果で、ある。各欄の上部の
数はその情意特徴に対して固有徴標ハ，偏{奇徴標
ニ，異常徴標ホのいずれかに肯定的な答をした者の
数であり，下部氏書いてあるのはその問題性質をも
っ全員に対する，その情意徴標に対して肯定的な答
をしたものの比率を%で示したものである 。 
問題性質をもっていて，何の情意面の特徴も捉え
られぬものは，その他とした。
一般的民情意的な面での偏りがみられるが，特l乙
多いのは気分易変性，爆発性，不安定性，意志欠如
性などである。このような発散性のものが主として
教育場面或は家庭生活では支障を来し，教師や保護
者の注意をひき易いものと思われる。非行癖の場合
と比較すると，異常，偏{奇は少ない。蓄積性の偏侍
が比較的多く見出される。
問題性質をもつものと bて教師又は保護者K指摘
された児童及び生徒に問診を行ったところ，非行癖
の場合のように偏荷又は異常徴標(ニ又はホ)を示
す者は多くはないが，固有徴標ハを各質問項目 K対
して答える者が多い。云いかえれば軽い情意面の偏
りがあることが見出された。
叉，問題性質の種別によってみると，それぞれ質
的に異った情意特徴と相闘があるのが分る。
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質に関するものでなく，感情意志といった面で心理w.総括及び結論
的に自覚されているものを求めるという方法によっ 
著者は非行癖をもつもの 573名及び所謂問題性質 て行うときに比較的容易応答申を得る乙とが出現挙
をもっ者53名に対して，情意的な面に就いての質 た。
問を行ってみた。 従来，年令の低い者及び非行のある者に対しての
問診法は元来，診断方法としては初等のものであ 問診は信頼性が低いか不可能と考えられ，情意面の
る。しかし，問診する内容が直接非行或いは問題性 研究は主として心理的なテストに頼られていたが，
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著者の使用したような主として心情的な自覚を質問
するとしづ方法によるとき，対象の情意的な面を知
ることが出来た。
その結果をみると，従来考えられていた精神病質
人格，性格異常という程度ではないが，情意的な偏
{奇，異常が非行癖をもっ者の大部分lζ見出され，叉
問題性質があるとされたものにも軽度ではあるが，
情意の偏りが存在するのが見出された。 
ζれらの結果は従来の心理学的な検査結果や最も
精細な研究と云われている Glueckの研究などと
も一致するものである。
近年，少年非行の問題のみならず，教育上問題の
ある行動を示す児童生徒などについて，精神科医の
協力を乞う事例が多くなった。しかし現在迄j精神
医学的な診断，処置，指導の方法が必ずしも明確と
は云えない。それらには一般児童に比較すると情意
的な偏向，逸脱があり，又それらは一定の方法で行
う問診によって診断出来る可能性があることが，著
者の研究によって推定出来ると思われる。
稿を終るに当り懇篤なる御指導と御校聞の労
を賜わった思師荒木直腸教授に深甚なる謝意、を
捧げます。
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